
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　スクラップを通し、生徒の進路に関する意識が高まり、希望する分野に対する知識も増えた。また、新聞を読むことの面白さを知り、世の中の動きに興味を持つようになった生徒も多かった。一方で、「入試や就職試験に役立たない」「受験勉強の妨げになる」という批判的な意見もあった。　また、クラス担任が月ごとに全員のスクラップを集め、チェックし、返却するということで、負担も大きかった。担任だけで抱え込まず、副任もまきこんで取り組むことができたらよかった。
	TextField2: 　大変だったが、新聞を読むいい機会になった。ニュースに関心をもてるようになった。自分の将来の関わりたい分野についてさらに深く知れてよかった。物事を深く考えるようになった。記事を選ぶのに時間がかかり、家庭学習の時間が減った。
	TextField2: 6月から12月まで、1ヵ月に2枚、新聞スクラップを行った。（テーマごとに、毎月1枚ずつ、計2枚。）テーマ①新聞の各面から興味を持った記事をスクラップする。　　　　（どの面から切り抜くかは、月ごとに指定する）テーマ②自分の進路に関わる記事をスクラップする。　　　　（どの面から切り抜いてもよい）（留意点）　テーマ②に関しては、生徒の希望分野によっては見つけにくいものもある。そのような場合は進路に関する　ものに限定せず、興味の持った記事を選ぶように促した。
	TextField2: 総合的な学習の時間Ⅲ　未来を見つめて自己を磨く（35時間）
	TextField2: 　自らの進路に関する記事を積極的に選び、スクラップすることができたか。生徒が進路として希望する分野・職種に関する知識・理解を深めることができたか。
	TextField2: 入試に対応できる力を身につける。社会人として必要な教養を身につける。自らの生き方を考える。
	TextField2: 新聞スクラップ ～ 新聞で進路研究 ～
	TextField2: 総合的な学習の時間　198人
	TextField2: 第3学年
	TextField2: 中野理恵
	TextField2: 新潟県立新井高等学校
	TextField1: ☆進路研究における新聞活用 ～ 新聞スクラップを中心として ～



